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日本自然保護協会（ＮＡＣＳ-Ｊ）の情報誌『自然保

護』7.8月号に中土手の会の活動が紹介されました。 

「遊んで学んで守る川」という特集の中に、「都会

の河川敷だって子どもたちの探検の場にできる」とい

う見出しで、Ｂ５版カラー3ページにわたって掲載さ

れています。 

その中では大杉小学校の子どもたちが、楽しい「中

土手たんけん」の中から、自分たちの池を掘って自然

再生を進めようとしたことが「大杉池は僕らのふるさ

と」としてコラムで紹介されています。 

なお、中土手の会では、高山さんと橋本さんがＮＡ

ＣＳ-Ｊ公認の「自然観察指導員」で、自然の案内を

するときはいつも緑の腕章をしています。なお、本号

コピーは希望の方にはメールまたはFAXで送ります。 
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7月1日、大杉小学校の「中土手たんけん 夏の

巻」が行われ、荒川クリーンエイド・フォーラムと

中土手の会の計5名でサポートしました。 

前回の春の巻は4年生だけでしたが、今回は3年生

も加わって子どもたち約120名と先生･父母20数

名、全体で約150名で五色池はにぎわいました。 

午前中は、3・4年生合同の班編成でそれぞれ目当

ての学習。鳥グループは自転車で葛西橋周辺まで鳥

の観察、水質･ゴミグループは下平井水辺の楽校ま

で出かけて調査、その他の植物や昆虫、水生生物な

どのグループは五色池周辺での調査を行いました。 

中土手の会の会員も子供たちの調査活動に混じっ

て質問に答えたり、アドバイスをしたり、午後の自

然遊びの道具の準備をしたり。 

6月20日の活動日に、大杉小の中土手たんけんを

想定して、広場と通路の草刈りと池の水面のガマ刈

りなどを実施したので、活動は順調に進みました。 

お弁当を食べて午後は、池に仕掛けた定置網の追

い込みと引き揚げ。子どもたち全員が見守る中で、

定置網には20cmほどのコイ１尾とモツゴ、ウシガ

エルのオタマジャクシがたくさん入りました。 

その後は、①ザリガニつり、②弓矢遊び ③ヨシ

笛＆自然観察の３グループに分かれて順次体験しま

した。 

梅雨晴れの暑い中で、子どもたちは元気に活動

し、水筒の水が足

りなくなって、会

で 準 備 し た 20

リットルのポリタ

ンクの水を水筒に

分けてもらってい

ました。 

 

日本自然保護協会（ＮＡＣＳ-Ｊ） 

『自然保護』に中土手の活動紹介 

大杉小学校の中土手たんけん 
3･4年生120名の元気な声が！ 

20㎝のコイ 



都幾川で標識アユ遡上調査  

会費納入ありがとうございました。 
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6月19日、荒川流域再生プロジェクトによる、標識アユの遡

上状況の調査が行われ、高山さんと佐藤で参加しました。 

今年は４月１１日、越辺川と都幾川の分岐点上流で、標識

アユをそれぞれ2,261尾と2,869尾を放流し、アユの投網漁

解禁日を待って、調査を開始したもの。 

埼玉県環境科学国際センターの金澤さんの情報で、放流

点のすぐ上の長楽堰と次の矢来堰までは、標識アユが確認

されているので、その上の上用水堰、中井堰、鞍掛堰のそれ

ぞれ直下流での調査を行いました。 

投網５人による捕獲調査では、オイカワ、アブラハヤ、カワ

ムツ、カマツカ、モツゴ、ウグイなどが獲れたが、アユは１尾も

獲れず。また、アユによるコケの咬み痕（覗きめがねによる）

調査を行ったがそれらしき痕は確認されませんでした。 

そこで鞍掛堰の調査終了後、矢来堰下とさらに下流のリ

バーサイドパーク横でも投網調査を行いましたが、ここでもア

ユは確認されず。 

梅雨期の増水で調査も危険を伴い、固体数が少ないこと

もあったと思わますが、矢来堰より上流にはアユは遡上して

いないという状況が

判明しましたた。 

オイカワが大量に

つかまり、から揚げ

でおいしく頂きまし

た。(→写真） 

６月２０日、中土手の会は、少人数でしたが、草刈りや池の

ガマ刈りなどたくさんの仕事をしました。 

背丈以上に伸びた、ヨシやオギ、セイタカアワダチソウは肩

掛草刈機を使って刈り、幅1.5メートルほどの通路を開きまし

た。奥のほうはクズがツルを伸ばしで桜などの木に絡み付い

ており、鎌で切り落としました。 

小学生が胴長をつけて池のガマ刈りを手伝いました。 

7月1日に大杉小学校の荒川たんけんの際に、定置網で魚

を獲って見せることにし、その準備として、池の一番深いところ

の邪魔になっているヨシを刈り取り、定置網を設置して、追い

込みをして見ました。モツゴやオタマジャクシなどが入り、うまく

実施できることがわかりました。 

6月20日 草刈りとガマ刈り 

今後の行事予定 
◆７月11日（日） 下平井水辺の楽校 10時 干潟遊びなど  

◆7月18日（日） 自然学校 ザリガニ釣りとバッタとり 五色池 

◆8月6.7日（金土） ミズガキ交流会 嵐山 国立女性教育会館 

◆9月11.12日（土・日）大滝エコツアー  

 ソウル市立大学校の学生さんが 

   江戸川区内のビオトープを視察 
 

６月30日、韓国ソウル市立大学校の学生さん15名ほ

どが、ビオトーをを見学したいということで、江戸

川区の案内で区内を回り、下平井水辺の楽校を佐藤

が案内しました。 

オギが背丈以上に伸びて刈り取るのも一苦労でした 


